
救済（審判長 qR・ジュリーqJ）の処理 
 

妨害などにより被害を被った選手を審判長やジュリーの判断で救済する場合の処理方法を解説します。 

 

次ラウンドがない（決勝・タイムレース決勝等）場合 

 

次のラウンドがない場合には、当該レースの対象選手にコメントで「qR :審判長救済」「qJ :ジュリー

救済」をつけます。 

 

 

次ラウンドがある（予選→準決勝、準決勝→決勝、予選→決勝等）場合 

 

次のラウンド進出の際の救済の場合には、番組編成で処理します。 

 

１．次ラウンドの番組編成を開始し、マニュアル操作で入れ替えのできる画面まで進めます。 

 

２．「R 組」番外から、救済対象者を「マーク」し、走らせたい組・レーンに動かします。 

 

３．救済対象選手にカーソルをあわせ、マウスで「右クリック」して表示されるメニューから「救済（設

定／解除）」を選択。つづいて表示される選択肢から「審判長による救済」か「ジュリーによる救済」い

ずれかを選択します。    この上で右クリック 

  



４．救済設定をすると、氏名欄の背景が黄色くなり、氏名の後ろに「(qR）」や「(qJ)」の表示がでます。 

これで設定は完了です。設定を解除したい場合は同じ操作をもう 1度実施すると解除することができま

す。 

 

５．番編を完了し、コンソーラーからレースを参照すると以下のような表示になります。 

■新しく作成したレース 

氏名の後ろに「[qR]」や「[qJ]」の表示がでます。 

またコメント欄にコメントに対応する説明が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■もとのレース 

自動的にコメント欄に「qR」や「qJ」のコメントが付きますので、コメントボタンから「qR」や「qJ」

のコメントを付ける必要はありません。また自動で付加されたこの「qR」や「qJ」はコメントの扱いで

はないため、コメントボタンから削除したりすることはできません。削除（取り消し）したい場合は、

番組編成に戻って救済設定の解除操作を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 


